
 

 

 

 

高等部 1年 1・2組の職業科では、「卒業後の生活」という単元の中で、将来の職業生活に

必要な勤務時間、労働条件、賃金、職場の組織等を調べ、自分の将来の生き方の視点で捉え、

自分の課題と向き合ったり、解決策を考えたりしながら、実践的な知識・技能を身に付ける

学習に取り組みました。 

生徒は、勤務形態という言葉を知り、その学習から 

・パートやフルタイムの時間があること  

・日中や夜勤という働き方があること 

・休みが仕事によって土日や平日と違いがあること 

・勤務形態によって給料が異なることがあること   

 等のたくさんの知識を得ることができました。 

 

 生徒からは 

 「土日休みがいい。家族でいられるから。」 

 「まずはパートで、短い時間働いて、体力がついたら

フルタイムで働きたい。」 

 「フルタイムで働きたい。お金が多くもらえるから。

そのために、学校にいる間に体力をつけたい。」 等 

  

自分の将来の生き方という視点で、それぞれの生徒が捉え直し、自分の課題と向き合ったり、

その解決策を考えたりしながら、実践的な知識・技能を身に付ける様子が見られました。 

 

今後も、生徒の一人一人のキャリア発達と関連させ

ながら、将来の自立と社会参加に向けて、生きて働く

知識・技能が身に付けられるようにしていきたいです。 

 

  

 

 【高等部の学習の様子⑳】 


